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はつらつトークはつらつトーク 感
謝昭

和
イ
ー
グ
ル
ス
で
野
球
に
出
会
い
、
今
で

も
シ
ャ
ド
ウ
で
野
球
を
続
け
て
い
ま
す
。
野
球

を
通
し
て
多
く
の
仲
間
や
地
域
の
方
々
と
出
会

い
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
社
会
人
と
な
り
、
地
域
の
野
球
教

室
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
中
で
も
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
時
間
を
作
り
、
熱
心
に
指
導

さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
の
姿
を
見
て
、
自
分

真下　愛
ま な

大
と

さん
（22歳・森下中）

が
学
生
の
頃
に
も
、
多
く
の
方
々
が
こ
う
し
て

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
感
じ
、
改
め

て
昭
和
村
の
方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
は
、
利
根
中
央
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
職
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り

が
増
え
る
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

の
大
切
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

い
た
分
、
今
度
は
自
分
が
地
域
に
貢
献
で
き
る

次
回
の
登
場
者
は
倉
澤
秋
希
さ
ん

（
22
歳
・根
岸
）で
す
。「
な
ん
で
も

言
い
合
え
る
大
親
友
で
す
」

存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
仕
事
や
地

域
活
動
を
通
し
て
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
文
芸

咲
き
盛
る
写
し
ゑ
送
り
く
る
る
き
み
に
想
ふ
彼
の
日
の
花
も
同
じ
色
に
て 

今
井
恭
三
郎

短
歌
会
少
な
く
な
り
し
会
員
に
入
会
望
む
他
会
の
さ
そ
ひ 

藤
井
　
君
枝

吾
子
三
人
駆
け
て
過
ご
し
し
園
庭
に
工
事
車
輛
の
賑
や
か
に
行
く 

和
田
ひ
と
み

譜
面
台
に
は
た
め
く
楽
譜
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
混
じ
り
ぬ
春
風
の
音 

林
　
千
恵
美

若
き
日
に
共
に
勤
め
し
友
よ
り
の
電
話
な
つ
か
し
話
尽
き
ざ
る 

堤
　
あ
さ
江

棚
下
の
滝
を
見
に
行
き
土
手
に
咲
く
黄
の
や
ま
ぶ
き
と
赤
芽
の
も
み
ぢ 

倉
沢
美
代
子

◎
黒
土
短
歌
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
課
ま
で
。

第３分団　分団長

竹之内　陽
よ う

平
へ い

さん

はばたけ!はばたけ!
昭和村消防団昭和村消防団

第
３
分
団

　
私
が
所
属
す
る
第
３
分
団
は
川
額
地
区
を

管
轄
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
有
事
に
備
え
日
々

訓
練
や
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
分
団
は
世
代
の
垣
根
を
越
え
て
仲
良

く
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
分
団
で
す
。
入
団
当

初
か
ら
優
し
い
先
輩
方
に
お
世
話
に
な
り
、

今
で
は
頼
も
し
い
後
輩
た
ち
に
も
恵
ま
れ
た

お
か
げ
で
、
力
不
足
な
私
で
も
分
団
長
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

す
ぎ
な
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

の
で
川
額
の
若
い
世
代
の
方
々
、
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
団
員
皆
で
協
力
し
支
え
合
い
、

日
頃
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
消
防
団
活
動
に

取
り
組
み
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に

貢
献
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
分
団
も
若
い

団
員
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
先
の

活
動
に
不
安
な
面
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
規
律
を
重
ん
じ

つ
つ
も
ユ
ー
モ
ア
を

忘
れ
ず
、
固
く
な
り

▶５月号のクイズの答えは「②44人」でし
た。当選者は次のとおりです。

広報しょうわクイズ

胸元の白い三日月模様が特徴、昭
和村でも目撃・出没情報が寄せら
れているクマは何クマでしょうか？
①ツキノワグマ　②ヒグマ
③シロクマ

▶ 賞品：正解者の中から抽選で昭和
村商工会商品券500円分を差し上
げます。

▶締切：６月30日（火）
▶ 応募方法：問題の答えと、住所・氏
名・広報しょうわへのご意見を書
き、はがきかメールでご応募くだ
さい。

＜はがきでの応募＞
　〒379-1298
　企画課「広報６月号」係
＜メールでの応募＞
　kikaku@vill.gunma-showa.lg.jp
� 件名：「広報６月号」係

応募方法

★近藤　伸夫さん（滝久保）
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５月届出分

戸籍の窓口

令和８年５月末現在　〔外国人内数〕 （前月比）

■人口 総数 6,950人 〔868人〕（＋33）
男 3,539人 〔486人〕（＋34）
女 3,411人 〔382人〕（－１）

■世帯 総数 3,190世帯 （＋37）
　　　・外国人のみ� 809世帯
　　　・混合 32世帯
■村の面積� 64.14�平方キロメートル

わ が 村 の う ご き

改正道路交通法施行令により、日常生活で利用するような中央線
等がない生活道路における法定速度が

「60km/hから30km/h」に引き下げられます。

法定速度が変わらない道路
１．中央線や車両通行帯が設けられている一般道路
２．中央分離帯などが設けられ、自動車の通行が往復の方向別に
　　分離されている一般道
３．高速自動車国道の本線車道並びにこれに接する加速車線およ
　　び減速車線をのぞいたもの
４．自動車専用道路

※�道路標識や標示により最高速度が指定さ
れている道路では、その速度が最高速度
となります。

生活道路における法定速度の引き下げ
昭和駐在所からのお知らせ

上州くん・みやまちゃん

こころの健康相談
（予約制）

こころの悩みを抱える方の
ための相談窓口

場所　利根沼田保健福祉事務所
☎２３−２１８５
（毎月水曜日）

詳細はお問合せください

※�掲載を希望されない方は、届出の際に申し
出てください。

◦綿貫　良雄さん（松ノ木平第２）
　85歳　５月４日没
◦渡邉　しづ江さん（赤城原第１）
　94歳　５月10日没
◦朝倉　和良さん（宮貝戸）
　83歳　５月16日没
◦和南城　美惠さん（吹張）
　101歳　５月18日没
◦藤井　正雄さん（入原下）
　78歳　５月19日没
◦星野　きみゑさん（大河原）
　99歳　５月20日没
◦髙橋　進さん（常木）
　78歳　５月29日没

■ごめい福をお祈りいたします。

□お誕生おめでとうございます。

◦武
た け い

井　未
み そ ら

空ちゃん（藤井）
　忠之・沙季さんの子� ４月30日生

う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下
の

人
、ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。

▼
申
請
対
象
期
間　
令
和
８
年
度
分
：
令
和
８

年
４
月
分
か
ら
令
和
９
年
３
月
分
ま
で（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
可
能
で
す
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　
①
学
生
証（
有
効
期

限
の
記
載
が
あ
る
も
の
）ま
た
は
在
学
証
明
書

（
原
本
）、
②
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
※
代
理
申
請
の
場
合
、
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申
請
が

可
能
で
す
。
な
お
、
令
和
７
年
度
の
学
生
納
付

特
例
を
申
請
し
た
人
で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
で
手
続
き

を
す
る
場
合
は
、役
場
で
の
申
請
は
不
要
で
す
。

▼
申
請
・
提
出
先　
申
請
書
の
提
出
先
は
、
役

場
住
民
課
保
険
係（
☎
２
５

－

３
２
４
２
）、
ま

た
は
渋
川
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７
９

－

２
２

－
１
６
１
４
）ま
で
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生
は「
学
生

納
付
特
例
制
度
」で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
を
受
給
す
る
権
利
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
を
確
保

で
き
る
た
め
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
に
な
る
人　
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校（
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
の
あ
る
学
校
）に

在
籍
す
る
学
生
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ

学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ


